
八幡平市記者発表資料 №５ 

令和６年２月２日(金) 

【発表の要旨】 

株式会社テレビ東京ダイレクト（東京都港区・久保田 明 代表取締役社長）と八

幡平市が昨年４月に締結した包括連携協定に基づく取り組みの一環として、特別企

画「第２回メディア活用力向上セミナー」を開催します。 

このセミナーは、メディア業界の最前線で活躍する、テレビ東京の現役社員を招

いて学びを深めることによって、地域のメディア活用力を高め、地方創生に寄与す

ることを目的としています。 

  農（みのり）と輝（ひかり）の大地                                           

 

テレビ東京ダイレクト×八幡平市が連携する、地域活性化のための特別セミナーの 

開催について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ テレビ東京の名物Ｐ・野田 雄輔 氏が東北で初講演 

本セミナーの目玉は、テレビ東京報道局の統括プロデューサーである

野田雄輔（のだ ゆうすけ）氏の講演です。野田氏は 93 年にテレビ東京

に入社し、記者として報道局政治部、国際部（外信部）、経済部を経た

のち、「ワールドビジネスサテライト」や「日経スペシャルガイアの夜

明け」など、数々の人気番組の制作を手掛けられました。その豊富な経

験と知見を活かし、地域によるメディア活用のポイントについて語って

いただきます。 

 

２ セミナー内容：現場の目線を直接学ぶ 

セミナーでは、実際の報道現場でのネタ探しや報道素材の選定プロセスについて学べます。

さらに、八幡平市の過去のプレスリリースを題材に、報道に取り上げられるためのポイントを

解説。参加者は自らのアイデアを「ガイアの夜明け」を例に、企画提案するためのピッチを作

成。野田氏から直接フィードバックを受ける機会もあります。 

 

３ 参加者のメリットと地域社会への影響 

  このセミナーを受けることで、参加者は自社のプロダクトや事業について、報道を通じてＰ

Ｒする方法を学びます。市民及び市内企業の従業員にとって、このセミナーは低コストで効果

的な宣伝方法を身につける絶好の機会です。 

 

４ イベント詳細 

  日時：令和６年２月 15 日（木） 午後３時 30 分から午後５時 

場所：八幡平市西根地区市民センター 大ホール（八幡平市田頭第 39 地割 80−１） 

https://maps.app.goo.gl/7iYooXqa7LDSPqZu6 

  対象：市民及び市内企業の従業員等 

  参加費：無料 

  募集定員：40 名（先着） 

  申込方法：２月９日（金）午後５時までに、下記ＵＲＬから申し込み 

       https://bit.ly/teretou 

八幡平市とテレビ東京ダイレクトが共同で取り組むこのセミナーは、地域活性化とメデ

ィア活用の新たな可能性を探る、画期的なイベントです。報道関係者の皆様のご参加を心よ

りお待ちしております。 

 

https://maps.app.goo.gl/7iYooXqa7LDSPqZu6
https://bit.ly/teretou


５ 八幡平市とテレビ東京ダイレクトの取り組みについて 

 株式会社テレビ東京ダイレクトと八幡平市は、

昨年４月５日に包括連携協定を締結したことを

契機に、テレビ番組を通じた八幡平市ならではの

魅力の発信による、地域の活性化などの取り組み

などを行っております。 

 本セミナーは、この連携の一環として実施され

るもので、地域住民や企業に対し、メディアを活

用した宣伝手法や報道の仕組みについて具体的

な学びを提供することで、地域経済の振興に貢献

することを目的としています。 

 

昨年９月に株式会社テレビ東京マーケティング局のプロモーション部担当部長である前田

有花（まえだ ゆか）氏をお招きして、第１回メディア

活用力向上セミナーを開催。地域におけるプロモーシ

ョンの在り方について講演いただきました。市民や市

内事業者等 35 人が参加して、グループワークでは八幡

平市のプロモーション施策について考える機会を設

け、大変好評を博しました。 

 

今回はこれに続く第２回目の開催です。次年度に向

けて、テレビ東京とのより効果的な連携の在り方につ

いて模索していくための一歩となるイベントとなって

おりますので、報道関係者の皆様のご協力と取材を心よりお待ちしております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【担 当】 

商工観光課  

課長補佐 中軽米 真人 

電話 0195-74-2111（内線 1320） 


